
ふ
る
さ
と
県
北
地
域
・
五
島
列
島
の
た
め
、長
崎
県
の
た
め
、日
本
国
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
働
く

覚
悟
で
、こ
の
た
び
の
第
51
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

私
の
判
断
軸
は
、常
に
一
つ
で
す
。

「
そ
れ
は
国
益
に
か
な
う
の
か
。そ
し
て
、

地
元
・
長
崎
県
北
・
五
島
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
か
」。

地
元
の
課
題
解
決
に
必
要
な
予
算
を
し
っ
か
り
と
確
保
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
仲
間
と
と
も
に
学
び
、成
長
し
、挑
戦
で
き
る
環
境
を
つ
く
れ
る
か
。

そ
れ
こ
そ
が
、私
が
目
指
す
政
治
家
と
し
て
の
姿
で
す
。

机
上
の
空
論
で
は
な
く
、現
場
で
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
の
声
を
丁
寧
に
聞
き
、

誠
実
に
ま
と
め
、政
策
と
し
て
形
に
し
て
い
く
。そ
の
姿
勢
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
と
し
た
課
題
の
解
決
に
は
、

何
よ
り
も
ま
ず「
強
い
経
済
」を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

強
い
経
済
が
あ
っ
て
こ
そ
、防
災
・
減
災
、子
育
て
支
援
、医
療
・
介
護
・
福
祉
を
充
実
さ
せ
、

ど
の
世
代
の
方
も
、安
心
し
て
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る
社
会
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

豊
か
な
未
来
を
、と
も
に
創
る
公
約
を

ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高市早苗総理を
内閣府政務官として支える
自民党公認・金子容三。 豊かな未来を、ともに創る

金
子
容
三

自民党

（
43
歳
）

よ
う
ぞ
う

比
例
代
表
も
自
民
党
へ

プロフィール

１
９
８
３
年（
昭
和
58
）、長
崎
県
出
身
。佐
世
保
市
立
木
風
小
学
校
、青
雲
中
学
校
、青
雲
高
等
学

校
、慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
後
、Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券（
株
）入
社
。ウ
ィ
リ
ア
ム
＆

メ
ア
リ
ー
大
学（
米
国
）修
了
、経
営
学
修
士（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）。２
０
２
３
年（
令
和
５
）衆
議
院
旧
長
崎

４
区
補
選
に
て
初
当
選
。２
０
２
４
年（
令
和
６
）衆
議
院
総
選
挙
で
長
崎
３
区
に
て
再
選
。

第
２
次
石
破
内
閣
で
防
衛
大
臣
政
務
官
。高
市
内
閣
に
お
い
て
内
閣
府
大
臣
政
務
官（
現
職
）。

▼
２
児
の
父
。特
技
は
空
手
道（
二
段
）。趣
味
は
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
。座
右
の
銘
は「
志
在
千
里
」。

食料安全保障の
確保に資する
農林水産業振興
農林水産業を「守る産業」から
「稼げる産業」へ進化させます。

安全保障の強化も
踏まえた、
さらなる離島振興
離島に安心して住み続けられる

環境を守り、持続可能な地域の

未来を築きます。

未来を担う子ども
子育て支援、
教育投資の強化
子育てと教育への投資で、
次の世代が安心して挑戦できる
社会をつくります。

持続可能な
社会保障の確立
誰もが年齢や立場に関係なく、

安心して暮らせる制度を支えます。

安心・安全を
確保する安全保障
と防災・減災への
取り組み強化
命と暮らしを守るため、平時から備える

現実的な安全対策を進めます。

自民党 金  子   容  三

新 井    輝 080 2068 4323

地域の特徴・
特性を活かした
産業振興・
地域経済活性化
地域の強みを活かし、安定した雇用と

“稼ぐ力”を地域につくります。


